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現
職
米
大
統
領
初
の
聖
地
訪
問

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
就
任
後
の
初
の

外
国
訪
問
が
中
東
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
だ
っ

た
。
去
る
5
月
20
日
、
サ
ウ
ジ
の
首
都
リ

ヤ
ド
に
到
着
、
21
日
、
同
国
な
ど
6
カ
国

の
湾
岸
協
力
会
議
（Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
で
首
脳
会
議
、

イ
ス
ラ
ム
圏
50
カ
国
以
上
の
指
導
者
を
集

め
た
会
議
を
開
き
、
過
激
派

「イ
ス
ラ
ム

国

（
Ｉ
Ｓ
）」
掃
討
に
向
け
た
連
携
の
強

化
を
図
っ
た
。

　

イ
ラ
ン
の
脅
威
に
直
面
す
る
サ
ウ
ジ
を

支
援
す
る
た
め
１
１
０
０
億
ド
ル

（
約
12

兆
円
）
相
当
の
武
器
を
輸
出
す
る
こ
と
で

合
意
し
て
い
る
。
サ
ウ
ジ
は
軍
艦
や
米
軍

の
最
新
鋭
迎
撃
シ
ス
テ
ム

「
高
高
度
防
衛

ミ
サ
イ
ル

（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
）」
な
ど
に
関
心

を
寄
せ
て
お
り
、
今
回
の
合
意
分
を
含
め

３
０
０
０
億
ド
ル
規
模
の
武
器
輸
入
を
目

指
す
と
い
う
。
サ
ル
マ
ン
国
王
は
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が
両
国
関
係
の
発
展
に
寄
与

し
た
と
し
て
、
サ
ウ
ジ
で
の
最
高
勲
章
を

贈
っ
た
。

　

5
月
22
日
に
イ
ス
ラ
エ
ル
、
24
日
に
は
バ

チ
カ
ン
を
訪
れ
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、

キ
リ
ス
ト
教
の
中
心
地
を
回
り
、
宗
教
を

超
え
た
連
携
を
ア
ピ
ー
ル
。

　

25
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
欧
州
連
合

（
Ｅ

Ｕ
）や
、北
大
西
洋
条
約
機
構
（Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

の
首
脳
会
ら
と
会
議
を
開
き
、
26
～
27

日
に
イ
タ
リ
ア
・
タ
ル
オ
ミ
ー
ナ
で
、
先

進
国
7
カ
国

（Ｇ
７
）
首
脳
会
議

（サ
ミ

ッ
ト
）
に
出
席
し
た
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
米
大
統
領
選
干
渉
疑
惑

で
特
別
検
察
官
が
任
命
さ
れ
る
な
ど
、
米

国
内
で
政
権
へ
の
風
当
た
り
が
強
ま
る
一

方
な
の
で
、
外
交
な
で
成
果
を
挙
げ
、
求

心
力
を
回
復
し
た
い
考
え
の
よ
う
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
初
の
外
遊
先
と
な
っ
た
サ

ウ
ジ
。
首
都
リ
ヤ
ド
の
幹
線
道
路
に
は
ト

ラ
ン
プ
氏
と
サ
ル
マ
ン
国
王
の
大
量
の
ポ
ス

タ
ー
が
掲
げ
ら
れ
、
安
全
保
障
上
の
米
国

と
の
関
係
強
化
に
対
す
る
期
待
が
伝
わ
っ

て
来
る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
発
言
が

「反

イ
ス
ラ
ム
的
」
と
し
て
ト
ラ
ン
プ
氏
へ
の
不

信
感
を
示
す
市
民
ら
も
数
多
い
。

　

確
か
に
オ
バ
マ
前
大
統
領
時
代
に
は
、
シ

リ
ア
内
戦
が
激
化
し
て
Ｉ
Ｓ
が
シ
リ
ア
、
イ

ラ
ク
で
支
配
地
域
を
拡
大
し
た
。
シ
リ
ア

市
民
の
中
に
は

「世
界
に
最
も
影
響
力
が

あ
る
米
国
と
の
関
係
が
深
ま
れ
ば
、
平
和

を
志
向
す
る
サ
ウ
ジ
の
意
向
が
中
東
地
域

に
反
映
し
や
す
く
な
る
」
と
強
調
す
る
声

も
あ
る
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
対
す
る
猜
疑

心
は
や
は
り
強
い
。

　

「ト
ラ
ン
プ
は
イ
ス
ラ
ム
を
憎
ん
で
い
る
」

「
イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
の
入
国
禁
止
の
大
統

領
令
を
出
し
て
い
る
限
り
信
用
で
き
な
い
」

「彼
が
イ
ス
ラ
ム
を
敵
視
し
て
い
る
こ
と
は
、

神
に
抗
う
行
為
だ
」
—
—
。

　

サ
ウ
ジ
の
人
口
は
約
３
０
０
０
万
人
、
内

３
分
の
１
が
イ
ス
ラ
ム
圏
な
ど
か
ら
の
移
民
。

２
０
１
５
年
か
ら
隣
国
イ
エ
メ
ン
か
ら
逃
れ

て
来
た
人
々
も
多
く
働
く
。

　

サ
ウ
ジ
の
数
万
人
の
若
者
は
米
国
に
留

学
中
だ
が
、
そ
の
中
の
26
歳
の
青
年
は

「ト

ラ
ン
プ
氏
は
こ
れ
ま
で
嘘
ば
か
り
つ
い
て
い

る
。
彼
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
信
用
で
き
る

わ
け
が
な
い
」
と
、
冷
め
た
見
方
を
し
て

見
せ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
初
の
海
外
の
旅
先
で
も

お
得
意
の
〝
取
引
外
交
〞
ど
ん
な
中
身
？

ト
ラ
ン
プ
初
の
海
外
出
張
は
サ
ウ
ジ

サウジを訪れたトランプ氏を迎えるサルマン国王（右端）（ホワイトハウス）

P26-27海外レポ国木田氏_7.indd   26 2017/06/07   14:35:25



強
気
で
自
己
演
出
の
天
才
不
動
産
王

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

27　●月刊公論  2017． 7

p. 27

不
信
感
を
抱
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
米
国

内
で
も
大
き
な
反
応
を
も
た
ら
し
、
大
統

領
支
持
率
も
極
端
に
低
下
、
一
部
の
与

論
調
査
で
は
38
％
と
最
悪
。
今
回
の
中
東

訪
問
も

「政
治
の
嵐
か
ら
の
逃
避
行
」
（ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
）
と
皮
肉
ら

れ
て
い
る
。
大
統
領
不
在
の
間
に
政
治
の

混
乱
が
拡
大
す
る
恐
れ
あ
り
、
と
見
る

識
者
が
多
い
。

　

米
紙
の
コ
ラ
ム
で
は

「ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
特
異
な
行
動
、
米
国
の
安
全
保
障
や

同
盟
国
と
の
関
係
、
世
界
を
危
険
に
晒
し

た
。
中
東
歴
訪
は
直
ち
に
止
め
る
べ
き
だ
」

と
訴
え
る
声
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
反
面
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
エ
ル
サ
レ

ム
旧
市
街
に
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
地

「
嘆

き
の
壁
」
を
現
職
大
統
領
と
し
て
初
め
て

訪
問
し
た
こ
と
は
、
米
国
で
も
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
時

（
22
日
午
後
）、
敬
虔
な
ユ
ダ
ヤ

教
徒
が
使
う
キ
ッ
パ
と
い
う
丸
帽
子
を
被

り
、
厳
粛
な
表
情
で
壁
に
手
を
つ
い
て
祈

り
を
捧
げ
る
。

　

初
外
遊
で
イ
ス
ラ
ム
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ

リ
ス
ト
教
の
聖
地
が
あ
る
各
国
を
訪
れ
る

こ
と
で

「宗
教
を
超
え
た
連
帯
」
を
訴
え

た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

中
東
和
平
の
構
築
へ
の
好
機
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
同
大
統
領
の
得
意
と
す

る

「
取
引
外
交
」
が
世
界
注
目
を
浴
び

た
こ
と
に
な
る
。
米
国
内
で
は
、
支
持
率

基
盤
の
共
和
党
内
で
好
意
的
に
評
価
す
る

声
が
高
ま
っ
て
い
る
の
も
事
実
。

最
高
勲
章
を
手
に
し
「
ニ
タ
リ
」

　

去
る
５
月
22
日
、
北
朝
鮮
が
ま
た
弾
道

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
、
約
５
０
０
㎞
飛
行
し

て
日
本
海
に
落
下
し
た
。

　

英
国
は
６
月
11
日
の
総
選
挙
で
Ｅ
Ｕ
（欧

州
連
合
）
離
脱
の
交
渉
に
メ
イ
首
相
が
乗

り
出
す
方
針
を
固
め
て
い
る
。

　

イ
ラ
ン
で
は
、
22
日
の
大
統
領
選
で
再

選
さ
れ
た
穏
健
派
の
ロ
ウ
ハ
ニ
師
が
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
が
中
止
へ
の
圧
力
を
強
め
て

い
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
に
つ
い
て
、
防
衛

目
的
だ
と
改
め
て
強
調
、
「
技
術
的
に
必

要
な
時
は
い
つ
で
も
実
施
す
る
」
と
今
後

も
続
け
る
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は

「
政
治
刷
新
」
を
掲
げ

る
マ
ク
ロ
ン
新
大
統
領
が
、
近
く
行
な
わ

れ
る
国
民
議
会
総
選
挙
で
過
半
数
に
迫
る

勢
い
を
誇
示
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
世
界
情
勢
を
伺
う
と
、
や
は
り
、

米
国
主
導
の
政
治
の
動
き
が
何
よ
り
も
重

大
な
の
だ
が
、
そ
の
渦
中
に
あ
る
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
に
、
そ
の
意
識
が
あ
る
や
な

し
や
、
今
後
注
目
し
て
行
か
ざ
る
を
得
な

い
だ
ろ
う
。
サ
ウ
ジ
の
最
高
勲
章
に
浮
か

れ
る
こ
と
な
く
…
…
。

　

20
世
紀
後
半
以
降
の
米
大
統
領
は
、
初

の
外
遊
先
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
や
メ
キ
シ
コ
を

訪
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
、
特

に
１
９
８
０
年
代
か
ら
は
、
ま
ず
は
カ
ナ

ダ
訪
問
が
慣
例
に
な
っ
て
い
た
。
ト
ラ
ン
プ

氏
の
中
東
訪
問
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
。

　

こ
れ
ま
で
カ
ナ
ダ
や
メ
キ
シ
コ
を
訪
れ
た

の
は
、
米
国
と
国
境
を
接
す
る
両
国
と
の

関
係
を
重
視
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ト

ラ
ン
プ
氏
の
外
交
デ
ビ
ュ
ー
の
間
隔
も
い
ま

だ
定
か
で
は
な
い
が
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る

政
治
行
動
が
ト
ラ
ン
プ
氏
の
側
近
は
も
ち

ろ
ん
、
広
く
米
国
民
に
と
っ
て
ナ
ゾ
深
き

も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

親
か
ら
継
い
だ
巨
額
の
財
産
、
そ
れ
も

大
部
分
は
不
動
産
と
い
う
か
ら
、〝
取
引

外
交
〞〝
取
引
遊
説
〞
が
優
先
し
て
し
ま
い
、

自
由
・
民
主
主
義
の
概
念
が
米
国
主
義
、

生
き
方
か
ら
薄
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
気
配

だ
。

「嘆きの壁」に臨んだトランプ氏。独特の「キッパ」を被る（イスラエル首相府）

バチカンではフランシスコ法王と仲直り（？）の握手（ローマ法王庁）
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